
建設キャリアアップシステムについて

2023.11.21＆24

建設業者様向け 説明会資料

1.CCUSの基本
2.CCUSの申請・登録
3.運⽤のポイント
参考︓カードリーダーの設置・運⽤⽅法



1. CCUSの基本
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カードタッチで就業履歴が溜まる

蓄積した履歴

保有資格

職⻑・班⻑の経験年数

＋

＋

ゴールドカード︓●●⼈
シルバーカード︓▲▲⼈

専⾨⼯事企業の
施⼯能⼒⾒える化*

判定結果︓★★★★

① 施⼯体制登録
② 施⼯体制技能者登録

元請︓現場登録

1次
作業員名簿

元請元請

職種ごと評価基準*

◉ 技能・経験に応じた適切なステータスと処遇を実現
◉ 若い世代が将来の⾒通しを持って⼊職しやすい環境を作る
◉ 技能者を雇⽤し育成する企業が伸びていける建設業を⽬指す

事業者登録

技能者登録

所在地、建設業許可番号、
社会保険・建退共加⼊状況

本⼈情報、所属事業者名、
社会保険・建退共加⼊状況、
保有資格

1-1.基本運⽤フロー︓
1．CCUSの基本

レベルに応じた賃⾦
・処遇改善

技能者の
能⼒評価

レベル判定

現場管理の効率化 安全書類等へのデータ連携
社会保険⼊・資格保有状況確認 安全書類・建退共電⼦申請⽅式への連携



1．CCUSの基本

1-2.CCUSでやること（利⽤⼿順＊）︓
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• システムへの登録事 技

元 • 現場登録、カードリーダー設置

元 事 • 施⼯体制登録、
• 施⼯体制技能者情報*登録

技 • 現場でカードをタッチ

*その現場で決まる（職種・⽴場・作業内容）
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就業履歴数

単月 累計
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技能者の登録数

単⽉ 累計
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事業者（⼀⼈親⽅除く）の登録数

単⽉ 累計

建設キャリアアップシステムの利⽤状況（2023年9⽉末実績）

約1億件を蓄積 460万件/⽉
就業履歴数

128.4万⼈

技能者登録数

16.2万社
事業者登録数（⼀⼈親⽅除く）

出所：建設業振興基金データより国土交通省
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うち2022年度分︓約4,167万件
うち2023年度分︓約2,590万件

○ 技能者は約128.4万⼈が登録済
（技能者の３人に１人超が利用する水準に。）

○事業者（⼀⼈親⽅除く）は約16.2万社が登録済
（工事実績のある許可事業者の半数相当に。）

○⼀⼈親⽅は約7.9万者が登録済
（一人親方は、技能者の登録数に含まれる。）

○現場での利⽤数※は逓増傾向
（※就業履歴数。直近では月460万件超で推移。）



*参考︓能⼒評価基準と申請⽅法
• 国交省HP︔能⼒評価制度にアクセスして確認 「職種」については、

CCUS職種コードに
記載の職種に寄せる

【CCUSポータル】能⼒評価制度について

能⼒評価制度ガイドライン

能⼒評価制度実施団体⼀覧

能⼒評価基準⼀覧
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*参考︓能⼒評価運⽤上の留意点（改訂案）
• 経歴証明は令和6(2024)年3⽉末までしか使えない︓
♪システム稼働以前からのベテラン技能者の経歴は、所属事業者による経歴証明で評価

令和6年4⽉以降の経歴は
⇒システムに蓄積された経
験のみで評価される

経歴証明で証明できるのは、令
和6年3⽉31⽇までの経歴
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◆経歴証明の提出⾃体は令和11年3⽉末まで延⻑される。
★経歴証明の起算⽇の扱いにも留意 令和6年

2024.3.31従事開始

経歴証明

★

現在

2019.4〜
システム運⽤開始

経歴証明
★

システム利⽤

申請

システ
ム利⽤

申請

●ただし経歴証明で証明できるのは令和6年3⽉31⽇までの経歴
●それ以降の経歴はシステムに蓄積された就業履歴のみで判断される

令和11年
2029.3.31

★経歴証明起算点︓
建設業に関する資格を
最初に取得した⽇（た
だしCCUS登録済みの
もの）

経歴証明を提出できる期限

⇒経歴証明された経験+システム
に蓄積された経験で評価される

システム利⽤

申請



メリット1︓利便性向上・業務の効率化

技能者のメリット 事業者のメリット

建退共の掛⾦が貯まる

10年で約90万、
20年で約200万、
45年で約500万 貯まる

作業員名簿・安全書類がCCUSから出せる

元請︓現場登録情報

① 施⼯体制情報

② 施⼯体制技能者情報
1次1次

作業員
名簿
作業員
名簿

元請元請

事業者登録情報

技能者登録情報

今後各種証明書の携帯が不要になる

・令和4〜5年度までにCCUS登録と
安全衛⽣資格等の資格証の携⾏

義務を⼀体化
（マイナポータルとの連携）

社内システム

建退共の⼿続きが効率化API連携による施⼯管理効率化

API連携
事業者

Buildee

グリーンサイト

CCUS

就業履歴

建退共電⼦申請⽅式

就労状況
報告書

就労実績報
告作成ツール

就労履歴
データ

就労履歴
データ
作業⽇報

就労履歴
データ

就労履歴
データ
作業⽇報 従来（⼿作業）

⽅式

社保加⼊証明書類・
資格証・健康診断結果表

の提出が不要
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（1）元請で確認可能な機能

① 【1-4】施⼯体制登録技能者⼀覧/当該現場に施⼯体制登録された技能者の「職種」、「⽴場」、「社保加⼊」、「資格保有」情報

社会保険加⼊状況 作業に必要な資格保有状況

能⼒評価に必
要な就業内容
（職種・⽴場・
作業内容）

510_50_施⼯体制登録
情報から当該事業者IDを
クリックすると登録されている
技能者⼀覧が⾒られる
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① 【2-3】就業履歴（⽉別カレンダー）/技能者ごと、⽇毎の就業履歴、就業内容（職種・⽴場・作業内容・有害物質取り扱い状況）、建退共充当⽇数

能⼒評価に必要な
就業内容（職種・⽴
場・作業内容）就業⽇ 現場情報元請事業者

就業⽇数計

（２）元請・下請で相互確認が可能な機能︔就業履歴

建退共
加⼊状況

510_60_⾃社に関する現場・就業履歴の就業履歴（⽉別カレンダー）から当該技能
者IDをクリックすると当該技能者個⼈の当⽉蓄積された就業履歴が⽇毎で⾒られる
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◆建退共の電⼦申請⽅式への切替え後にCCUS連携させる︓
【下請業者の作業】 【元請業者の作業】

【⼯事現場で】

建退共掛⾦を積⽴て
【技能者】 【建退共】

ピッ！ タッチ︕

連携

下請が作成した請求データをツールで
読み込み

就労実績報告書を簡便に作成
建退共電⼦申請サイトでアップロード

＊CCUSを活⽤した建退共事務の効率化の考え⽅

キャリアアップシステムに蓄積された
就業履歴情報をツールで読み込み

作成したデー
タをメール等
で元請へ提出

ダウンロード
ツール
で読込

10

電⼦ポイント
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2. CCUSの申請・登録



CCUSのホームページトップ画面

┗ ① 『登録する』

┗ ② 『インターネットで申請する』

┗ ③ 『申込み』 をクリック。

④各新規利用申込み画面に必要事項を入力し、

最後に のボタンを押してください。

「事業者新規登録申請用ログインID・パスワードの

お知らせメール」が届きます。

申請⽤ログインIDの取得
申請用ログインIDの取得手順

①

実際の登録作業の手順など、「インターネット申請ガイダンス」を確認しながらの作業をおすすめします。

「事業者新規登録申請用ログインID・パスワードのお知らせメール」は、手続き完了まで大切に保管してください。

CCUSホームページ https://www.ccus.jp/

②

③

②

事業者登録の場合

技能者者登録の場合

事業者登録の場合

③ 技能者登録の場合

︕

︕

12

https://www.ccus.jp/
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事業者登録の事業者確認書類について

①事業者証明書類（写し）

建設業許可がある場合

法人

建設業許可がない場合

・「建設業許可証明書」

・「建設業許可通知書」

※建設業許可番号から資本金などの建設業許可データを参照

・「事業税の確定申告書」

または

・「納税証明書 ＋ 履歴事項全部証明書」

の
※資本金が確認できるもの

個人事業主と一人親方

・「納税証明書」

・「所得税の確定申告書」

・「個人事業の開始届」

各証明書類の詳細は「事業者情報登録申請書」の手引き・証明書類見本一覧 事業者編をご確認ください。︕

②社会保険等の加入証明書類（写し）

・領収済証等
・社会保険料 納入証明書
・健康保険・厚生年金保険 適用確認願
・健康保険・厚生年金保険 被保険者 標準報酬月額決定通知書
・健康保険 / 厚生年金保険 被保険者賞与支払届

健康保険・年金保険

出納印あり

証明者印あり

雇用保険

その他、労災特別加入など

・雇用保険 適用事業所設置届 事業主事業所各種変更届 事業主控

・納付書・領収証書
・労働保険概算・増加概算・確定保険料申告書
・労働保険料等納入通知書

出納印あり

受付印あり

受領印あり

・建設業退職金共済契約者証
・中小企業退職金共済手帳
・労働者災害補償保険 特別加入申請書
・労災保険特別加入 加入証

事業者登録は、大別すると①「事業者証明」と②「社会保険等の加入証明」の２種類

いずれか１点

いずれか１点

下記のいずれか１点

下記のいずれか１点

計２点

１点



技能者登録の本⼈確認書類について
本人確認には、【氏名、顔写真、現住所、生年月日】を確認できる書類が必要

本人確認書類（写し）

日本国籍の方

外国籍の方

・「個人番号（マイナンバー）カード」

・「運転免許証」

・「特別永住証明書」

・「在留カード」

・通称名・旧姓記載の住民票など

次のうち１点

通称併記や旧姓表記を希望の場合 追加提出

「パスポート」＋「住民票（※）」など
※現住所の記載がある公的身分証明書の計２点を提出

パスポート（写し）を提出する場合

※「マイナンバー通知証」は認められません。

マイナンバーカードの場合は表面のみ

★文字が読み取れること ★有効期限内のもの

写真付きの証明書が無い場合は…

「住民票」 「保険証」 「年金手帳」 「印鑑登録証明書」から

２点用意し認定登録機関で申請

運転免許証、特別永住証明書、在留カードで裏面に記載（条件・住所変更）

があれば裏面（写し）も提出

各証明書類の詳細は 「インターネット申請ガイダンス」 「技能者情報登録申請書の手引き」 「証明書類見本一覧 技能者編」をご確認ください。

次のうち１点

︕ 14



技能者登録の証明書類について
社会保険・保有資格・学歴に関する証明書類など（写し）

加入社会保険等証明書類（一例）

登録基幹技能者証明書類

保有資格証明書類

研修受講証明書類

健康保険

年金保険

年金保険

雇用保険

健康保険被保険者証

健康保険・厚生年金保険被保険者標準報酬月額決定通知書など

ねんきん定期便（国民年金の場合）など

雇用保険被保険者資格取得等確認通知書（被保険者通知用）など

建設業退職金共済手帳

中小企業退職金共済手帳

労災保険特別加入 加入証など

建退共

中退共

特別労災

有効期限内かつ鮮明（文字が読み取れる）であること。

健康保険証の記号・番号・保険者番号・２次元バーコードや

本人以外の記載などは、必ずマスキング（消す）をして下さい。

︕
︕

各証明書類の詳細は 「インターネット申請ガイダンス」 「技能者情報登録申請書の手引き」 「証明書類見本一覧 技能者編」をご確認ください。 15



代⾏申請について

※技能者の所属事業者以外が代行申請する場合は、上記②「代行申請同意書」により所属事業者からも同意を得る必要があります。

CCUSホームページ 「代行申請」タブの「同意書の準備」からダウンロード

２．各同意書の用意

１．代行申請に必要な準備

「代行申請」までスクロール

代行申請とは、申請者本人から同意（同意書）を得て所属事業者や元請事業者、上位下請事業者等が
登録申請を行うことです。

（↓
リ
ン
ク
貼
付
け
）

➀CCUSの 事業者ＩＤ を取得
代行申請を行う者は、事業者IDの取得が必要です。

➁ 「代行申請同意書」 の取得

技能者の代行申請の場合、技能者本人から（技能者用）同意書により同意を得る。

事業者の代行申請の場合、事業者代表者から（事業者用）同意書により同意を得る。

③ 「個人情報の取り扱い同意書」 「システム利用規約同意書」 の取得

技能者の代行申請は技能者用、事業者の代行申請は事業者用それぞれの同意書を取得する。

16



料⾦について

※月ごとにまとめて元請の登録
責任者に請求されます。
登録責任者は現場ごとの利用
状況等を閲覧できます。

ＩＤ数 料 ⾦
1あたり 11,400円 (950/⽉)
⼀⼈親⽅ 2,400円 (200/⽉)

②管理者ＩＤ利用料(毎年)
就業履歴回数 料 ⾦

１回 10 円

③現場利用料

※交付した月ごとでまとめて登
録責任者に請求されます。

資本⾦ 新規・更新
500万円未満 6,000円
500万円以上1,000万円未満 12,000円
1,000万円以上2,000万円未満 24,000円
2,000万円以上5,000万円未満 48,000円
5,000万円以上1億円未満 60,000円
1億円以上3億円未満 120,000円
3億円以上10億円未満 240,000円
10億円以上50億円未満 480,000円
50億円以上100億円未満 600,000円
100億円以上500億円未満 1,200,000円
500億円以上 2,400,000円

※一人親方の方は事業者登録料は無料です。
※個人事業主の方の登録料は6,000円です。

事業者の登録料・利用料（税込）

①事業者登録料（５年ごと★)

★ 更新手続きについて

更新手続き：2023年10月開始予定

2024年３月末で本運用開始から５年となり、初期に登録
いただいた事業者の方から順次、事業者登録の更新期を
迎えることとなることから、2023年10月から更新手続き
を開始する予定です。

※カードの有効期限は、いずれも10年

●簡略型登録料：2,500円（※1）

技能者の登録料（税込）

・有効期間内にカードの紛失・破損等があっ

た場合は1,000円で再発行します。

※１：インターネット申請でのみ可能

※２：インターネット申請、認定登録

機関申請いずれも可能

※３：簡略型で登録後、詳細型に変更し

たい場合、変更申請時に追加費用

が必要です。

●詳細型登録料：4,900円（※2）

●詳細型へ移行：2,400円（※3）
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CCUSについてもっと知りたい

不明点は、「FAQ（よくあるご質問）」の画面を開き、「キーワード検
索」に知りたいことを入力して検索することができます。

それでも解決できないときは、トップ画面の一番下にある「お問い合わせ
フォーム」をクリックして、メールでお問い合わせいただくこともできます。

https://www.ccus.jp/

CCUS 建設

CCUSホームページトップの
「国土交通省ポータルサイト（外部リンク）」
から国交省のHP内へ遷移

CCUSホームページトップの
「国土交通省ポータルサイト（外部リンク）」
から国交省のHP内へ遷移

▼公共工事でのインセンティブ
▼技能者の方の能力評価制度
▼施工能力等の見える化 など

▼公共工事でのインセンティブ
▼技能者の方の能力評価制度
▼施工能力等の見える化 など

建設キャリアアップシステム 国土交通省ポータルサイト1

CCUS実務体験講習を開催しています。

ホームページで開催の告知をしています。
HPトップ➤「最新情報」に掲載

をクリックしてお申し込みください。

ホームページで開催の告知をしています。
HPトップ➤「最新情報」に掲載

をクリックしてお申し込みください。

募集案内の 「申込みフォーム」URL募集案内の 「申込みフォーム」URL

当講習は、模擬環境のIDを付与し、

受講者のご都合に合わせてシステム

操作して頂けます。（各回定員30名）

1

https://www.ccus.jp/


3. 現場運⽤のポイント

19



3-1.能⼒評価審査を受けるためには
• 就業履歴を蓄積する際、以下の情報が含まれている必要あり

① 所属事業者︓能⼒評価の申請は所属事業者が⾏う

② 職種︓能⼒評価の基準は職種ごとに決められている

③ ⽴場︓Lv３・４にアップするには職⻑・班⻑等の実績が必要

④ 資格︓職種ごとに各Lvで取得すべき資格が規定されている

20

• 令和6年3⽉末までは所属事業者の経歴証明で能⼒評価を受けることが出来る

• 能⼒評価受審までにCCUS技能者登録情報をメンテナンスすること

• キャリアアップしていく分野の能⼒評価基準に規定されている職種コードを選んでいるか

• 代理も含め実際の業務として⾏っている者に付ける



現場施⼯体制登録

3-2.能⼒評価に必要な情報は

元請

⼀次

⼆次

技能者

① 施⼯体制登録① 施⼯体制登録

② 施⼯体制技能者
（作業員名簿）登録
② 施⼯体制技能者
（作業員名簿）登録

上位事業者が登録し、
下位が承認

事業者が
関連付けが出来ている
所属技能者から
選択してセット

⼀次

⼆次

技能者

⼆次

技能者

⼀次

⼆次

技能者

⼆次

技能者

⼀次

⼆次

技能者

⼆次

技能者

• ①施⼯体制登録
• ②施⼯体制技能者（作業員名簿）登録 の中で設定される

職種・⽴場
・作業内容

保有資格

評価に有効な
③ 就業履歴の蓄積

元請

現場ごとに決まる
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•参考︓カードリーダーの設置・運⽤⽅法
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就業履歴蓄積環境︓CCUSスタンダード運用

インターネット接続可能なPC･iPhone、iPad カードリーダー

就業履歴蓄積
アプリ
「建レコ」

23



カードリーダーの設置⽅法・建レコの使い⽅

就業履歴を蓄積するために、下記のツールを利⽤します。
①就業履歴登録アプリ『建レコ』 ②カードリーダー ③Windowsパソコン、iPadまたはiPhone
建レコはホームページから無料でダウンロードできます。カードリーダーの購⼊先もホームページにて公開して
います。
Windowsパソコン、 iPadまたはiPhoneは既に使⽤しているものも利⽤可能です。（新たに購⼊する必要はあり
ません）
なお、建レコは随時バージョンアップされます。ホームページの最新情報に公開しますので、ご利⽤の
Windowsパソコン、iPadまたはiPhoneごとに対応してください。

現場設置イメージ

現場内での周知啓蒙⽤ポスタ
ーはホームページの『現場運
⽤マニュアル』のページから
ダウンロードします。

Windowsパソコンと
カードリーダを設置
した例です。

iPadとカードリーダ
をブルートゥース接
続し、設置した例で
す。

iPhoneとカードリ
ーダをブルートゥー
ス接続し、 設置し
た例です。

24



カードリーダー設置イメージ

作業員
詰所

⼊場
ゲート

建設キャリアアップ
カードをタッチして
ください︕（⾳声）

安全通路上で、技能者が必ず通る
導線上に配置

⼈感センサーによるスピーカ
ーを設置して、技能者に⾃
動呼びかけ

⼾建住宅現場の屋内
にiPadを設置

カードリーダーを朝礼会場に持ち
込んで、その場でカードをタッチ

マンションのリフォーム現場で施⼯しな
い部屋の棚に設置
⽇々、設置箇所を移動するため、き
め細かに周知することが重要

屋外のため、盗難防⽌や⾬対策の
観点から、ガードマンボックスを活⽤

25
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就業履歴の蓄積環境の整備等による現場利⽤促進の取組

就業履歴数の増加に向けた取組強化の⼀環として、「安価なカードリーダー」「カードリーダーのロギング機能追加」
「キャリアリンクCCUSかんたんスタートキャンペーン」の３つのツールの提供を開始

安価なカードリーダー

概要
◎現在提供しているカードリーダーは、セキュリティ
重視の観点から、⼀台あたり１万円〜３万円
の機種に限定

◎現場利⽤にかかる設置コスト軽減の観点から、
⼀台あたり約3,500円の安価なカードリーダ
ーを今回開発

開始時期 2023年8⽉

こんな事業者・現場に向いています︕
◎「建レコ」を使⽤するパソコン等を設置可能な
現場で、カードリーダーの設置コストを軽減した
い事業者

Sony PaSoRi（パソリ）
RC-S300/S、S300/S1、S300
（約3,500円︓税込・送料別）
※ロギング機能⾮対応

カードリーダーのロギング機能追加

概要
◎ロギング機能とは、「建レコ」に対応する特定の
カードリーダーに、就業履歴を⼀時蓄積する
機能
◎現場では、カードリーダー（名刺サイズ）さえ
あれば就業履歴の蓄積が可能
◎蓄積した就業履歴は事務所のパソコン等から
送信（数⽇に⼀度でも可）

開始時期 2023年7⽉

こんな事業者・現場に向いています︕
◎⼾建住宅・リフォームなどパソコンの置き場所を
確保しにくい⼩規模現場
◎舗装⼯事など、詰所がなく作業場所も⽇々変
わるため、パソコンを設置しにくい現場ほか

キャリアリンクかんたんスタートキャンペーン

概要
◎電話により就業履歴を蓄積できるキャリアリンク
の簡易版をキャンペーンとして格安で提供

◎通常版キャリアリンクとの料⾦⽐較(税抜)

・初期費⽤ 無料 ← 100,000円
・出⾯課⾦ 無料 ← 1,000円(100出⾯/⽉)
・基本料⾦ 15,000円 ← 72,000円

(1ｾｯﾄ〜/年額)  (3ｾｯﾄ〜/年額)
※建設業振興基⾦に⽀払う登録料・現場利⽤料等は別途必要

開始時期 2023年10⽉
（提供期間︓2026年3⽉末まで）

こんな事業者・現場に向いています︕
◎⼩規模現場等で多少追加コストを負担してで
も、誰でも使える“電話”を活⽤して就業履歴
を蓄積したい事業者

◎CCUS本体で事前に⾏う施⼯体制登録を省
略でき、簡易に就業履歴を蓄積できるように
したい事業者（施⼯体制登録は⼊退場記録から後付け
で作成可能）
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● ⼩規模現場への対応
• 国⼟交通省がカードリーダーを使わずに就業履歴を蓄積するデバイス（電話発信、
顔認証）の実証実験を実施（2020年12⽉〜）

• 国⼟交通省の補助⾦を活⽤して、住宅等の⼩規模な現場において利⽤を⽀援
（2021年5⽉〜 参加事業者50社、93現場）

（補助金）
住宅建設技能者のCCUS制度等の普及促進事業

（補助金交付団体）
木を活かす建築推進協議会

（参加事業者数等）
参加事業者50社、93現場（2021.12末現在）

⼩規模な現場をはじめ、携帯電話の発信や顔認証に
より、カードリーダーがなくても就業履歴を蓄積
（2021年10⽉から本格共⽤開始）

○期間：2020年12月21日～2021年7月31日
○参加モニター：事業者30社

※アンケート結果
・カードリーダーで運用しにくい現場がある 88.9%

・カードリーダーの適さない現場に、電話発信は適している 72.2%
・カードリーダーの適さない現場に、顔認証は適している 64.7%

国土交通省の実証実験の結果
小規模現場における電話発信方式、顔認証方式

での就業履歴の蓄積

国土交通省の補助金を活用した利用支援
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キャリアリンクの使いやすさはそのままに、
CCUS就業履歴蓄積に特化した機能を提供

⼩規模現場でのＣＣＵＳへの就業履歴蓄積を促進するため、電話により就業履歴を蓄積でき
る認定システムであるキャリアリンクの簡易版を、下記の料⾦でご利⽤いただける期間限定の
キャンペーンを、2023年10⽉から開始します︕
初期費⽤/⽉額出⾯課⾦︓無料
基本料⾦（年間定額） ︓15,000円※（税抜）
提供期間 ︓2023年10⽉〜2026年3⽉末（予定）
※なお、建設業振興基⾦に⽀払う登録料・現場利⽤料等は別途必要になります。

期間限定の特別価格

・⼩規模現場等において、誰でも使⽤できる“電話”
を⽤いた認定APIｼｽﾃﾑを安く利⽤したい事業者

・簡易に就業履歴を蓄積したい事業者
（技能者の電話番号と所属事業者を事前に登録
しておけば、現場⼊場時の電話で施⼯体制が登
録されるため、事前のCCUSでの施⼯体制登録
は不要）

こんな事業者・現場に向いています

キャリアリンク「CCUSかんたんスタートキャンペーン」
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建設キャリアアップシステム

ENDEND

CCUSで業務改⾰・DX︓
利益向上と処遇改善の好循環をまわそう︕
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